
平成２２年度社団法人福井県薬剤師会事業計画

平成２２年度は、薬学６年制の実務実習が５月に開始されます。人・施設の両面から

最終点検を行い、万全な体制で薬学生を迎え入れ、有意義で効率的な質の高い実習を実

施したい。さらに、生涯学習や学校薬剤師活動、公益法人制度改革への対応等に積極的

に取り組み、組織の強化を図っていきたい。

以下、日薬の主な目標に従って本年度の目標を申し述べたい。

１ 薬剤師育成のための薬学教育への対応について

薬剤師育成のための薬学６年制がスタートして早５年目を迎え、今年度には実務

実習が実施される。６年教育を受けた新しい薬剤師には、医療の水準を高めること

が期待されており、当会としても指導薬剤師の資質向上および実務実習の充実に向

け、できるだけの支援を行いたい。

２ 薬局・薬剤師機能の充実・強化対策について

昨年度、新たな認定基準により運営することとなった「基準薬局制度」や薬局の

機能拡大として開始した「使用済み注射針の回収事業」について、県民から「かか

りつけ薬局・薬剤師」として信頼されるよう、今後も推進していきたい。

また、医薬品等の適正使用を推進し、併せて、副作用等のデメリットに十分な眼

を向けながら、当会事業のＧＥＭ報告制度や日薬のＤＥＭ事業に積極的に取り組み

安全かつ適切に対応できるよう各種事業を展開していきたい。

３ 居宅等における医療提供について

薬剤師・薬局には、具体的な実践を通じ、その存在や在り方を社会に示すとともに、

地域医療体制の一翼を担う役割を果たし、社会へ貢献して行くことが求められる。

在宅医療の推進を図るため、より多くの薬剤師・薬局が在宅医療に参画できるよう

課題に取り組み、体制の整備に努めたい。

４ 地域保健・環境保全活動について

毎年開催している「薬と健康の週間」が本年も１０月に実施されるに当り、薬業

関係の他の４団体と共に県民長寿祭に参画し、特に、高齢者を対象とした「くすり

の正しい使い方」の啓蒙や服薬相談等適切に対応したい。

さらに、学校において薬物乱用防止活動を行うとともに、環境衛生検査等、学校

環境の維持および改善に努めたい。

５ 医療制度・医療保険制度・薬事制度等の法改正への対応について

時代の進展に伴い、医療等に関する法律の改正が行われるが、これらについて随

時、情報提供を行っていきたい。

また、法律を遵守して正しい薬剤師職能を実践する為にも、十分な学習の機会を

開催して会員の資質の向上を図っていきたい。



<重 点 事 業 と 具 体 的 内 容>

１ 薬学・薬業の進歩発達と薬剤師の職能の向上に関すること

（１）面分業への進展

（２）在宅医療の推進

（３）各支部における医薬分業の促進とかかりつけ薬局の啓蒙

（４）ＤＥＭ事業・ＧＥＭ事業を通じた安全対策

・ヒヤリハット等医療安全に関する情報収集

・後発医薬品の使用環境の整備

（５）おくすり手帳及びおくすりカレンダーの活用

（６）備蓄センター的役割

（７）会員の発掘

（８）薬局実務実習指導薬剤師の育成

（９）四師会の連携強化

２ 公衆衛生及び薬事衛生の向上並びに普及に関すること

（１）基準薬局認定の推進

（２）基準薬局の遵守事項の徹底

（３）基準薬局の医療機関及び県民への周知徹底

（４）学校環境衛生検査の強化

３ 薬学の研究発表及び研修に関すること

（１）各種研修会等の充実による職能資質の向上と積極的参加

（２）福井県薬剤師研修協議会事業への積極的参加

（３）薬剤師専門領域研究会（精神科）の育成と運営

（４）新人薬剤師の育成と研修

（５）学校薬剤師活動の充実と強化

（６）女性薬剤師活動の充実と強化

（７）公認スポーツファーマシスト認定プログラムへの積極的参加

４ 薬事情報センターに関すること

（１）薬事情報センターの充実

（２）県民への医薬品等情報提供サービスの推進

（３）医薬品安全性情報収集活動の推進

５ 組織・広報活動の推進に関すること

（１）公益法人制度改革問題の検討と対応

（２）会員との情報連絡の強化

（３）県薬ホームページの更新

（４）県薬会報の発行



<関 連 事 業>

１ 北陸信越ブロック薬剤師会等の関連事業への参加

２ 福井県学校薬剤師会活動への支援

３ 「くすりと健康展」事業を通して県民に対する医薬品の知識の啓蒙

４ 福井県薬業団体連合会事業への協力

５ 福井県薬剤師国民健康保険組合との連携強化

６ 保険薬局・保険薬剤師に関する申請、日薬賠責保険・日薬年金・日薬共済の加入

促進

７ 会員の就職相談及び会員薬局求人相談並びに図書の斡旋・頒布

８ 財団法人北陸公衆衛生研究所との連携強化

９ 医療廃棄物の回収事業の促進


